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「深い学びJの実現に向けた算数授業の創造
杉 能 道 明＊
ー研究の要約 ー
中央教育審議会答申（2016） では， 「何ができるようになるか」「どのように学ぶかJを
重視した新しい教育の枠組みが示さ れた。 「何ができるようになるか」に応えるのが 「育
成を目指す資質・能力の3つの柱Jであり， 「どのように学ぶか」に応えるのが「主体的
・対話的で深い学び」である。 授業改善の視点を示す 「主体的・対話的で深い学び」であ
：るが， 特に 「深い学びJについてイメージがもちにくいという指 摘がある。 「深い学び」
！ とはどういう学びなのか。 「深い学びJは新しい算数科の目標の中の 「数学的な見方・考
え方」と 「数学的活動Jとはどのようにつながっているのか。
中央教育審議会答申（2016） や小学校学習指導要領（平成 29 年告示） の記述から 「深
い学びJのキーフレーズやその意味を考察した。 また， 授業改善の方策を考える中で， 教
材研究の中で 「深い学び」の具体的な子どもの姿を描いた。 さ らに， 「深い学び」に向け
た教師の支援について提案している。
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(1 )Aしの重点課題
幼稚園， 小学校， 中学校， 高等学校及び特別
支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方
策等について（2016) （以下， 「中教審答申J） で
は， 厳しい挑戦の時代・将来の変化を予測する
ことが困難な時代を生きる子どもたちの未来の
ために， 「｛可ができるようになるか」「どのよう
に学ぶか」を重視した新しい教育の枠組みが提
案 さ れた。 前者に応えるのが 「育成を目指す資
質・能力の3つの柱Jであり， 後者に応えるの
が 「主体的・対話的で深い学び」という授業改
善の3つの視点である。
「どのように学ぶかJについては， 審 議の途
中の 「論点整理」や 「審 議のまとめ」の段階で
は， A L （アクティブ・ラーニン グ ） という言
葉も使われていた。 しかし， 「アクティブJとい
う言葉が多義的に捉えられ， 誤解が生じること
＊ノートルダ、ム清心女子大学
から，「主体的・対話的で深い学び」とし、う言葉
に落ち着いたようだ。
A Lは本来， アメリカの大学で生まれた言葉
である。 文科省も当初は次のように説明してい
た。
教員による一方肉的な講義形式の教育とは異
なり， 学修者の能動的な学修への参加を取り入
れた教授・学習法の総称。 学修者が能動的に学
修することによって， 認知的， 倫理的， 社会的
能力， 教養， 知識， 経験を含めた汎用的能力の
育成を図る。 発見学習， 問題解決学習， 体験学
習， 調査学習等が含まれるが， 教室内での グル
ープ・ディスカッション， デイペート， グ、ルー
プ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニン グ
の方法である。 （文部科学省「用語集」より ）
しかしながら， アクティブ＝活動的と捉え，
活動を取り入れればよい， 話し合い活動をして
いればよい， などと表面的な姿に目が行き， 活
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動 さ えしていればよい， と短絡的に捉えられる
心配があった。 まさ に，「活動あって学びなしJ
の心配があったのである。
やはり， 活動を通して子どもが何かを学ぶこ
と， 新たな何かに気付くことこそ， 目指すべき
である。 そこで， 学び方のねらいも示すために
「主体的」「対話的」に加えて「深い学び」が重
視さ れるようになったと考えられる。
(2）『深い学び』のイメージの欠如
「主体的な学び」「対話的な学びJについては，
子どもたちの姿は比較的イメージしやすいと言
われる。 一方， 「深い学びJについては， 具体的
な子どもの姿自体がイメージしにくい。 「深い学
びjとはどのような学びのことなのか。
ところで， 小学校学習指導要領（平成 29年告
示） による新しい算数科の総括目標は次の通り
である。
数学的な見方・考え方を働かせ， 数学的活動
を通して， 数学的に考える資質・能力を次の通
り育成することを目指す（下線：筆者）。
算数科の目標の筆頭に 「数学的な見方・考え
方を働かせJという言葉がある。 それに「数学
的活動を通してJという言葉が続いている。 こ
の2つの言葉は， 「数学的に考える資質・能力」
の育成を目指すための授業改善の方策につなが
るキーフレーズである。 「深い学びJも授業改善
の視点の1っと考えたとき，「数学的な見方・考
え方」と「深い学び」， 「数学的な活動」と 「深
い学びJはそれぞれどのようにつながっている
のだろうか。 「深い学び」のために教師はどのよ
うな支援をしていくことが必要なのだろうか。
2 「深い学び」とは何か
( 1 ）「深い学び」のキーフレーズから探る
「主体的・対話的で深い学びJについて， 中
教審答申では次のように説明している。
① 学ぶことに興味や関心を持ち， 自己のキャ
リア形成の方向性と関連付けながら， 見通しを
持って盤旦皇i取り組み， 自己の学習活動を藍
り返って次につなげる 「主体的な学び」が実現
できているか。
② 子供同士の協働， 教職員や地域の人との対
話， 先哲の考え方を手掛かりに考えること等を
通じ， 自己の考えを広げ深める「対話的な学びJ
が実現できているか。
③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，
各教科等の特質に応じた 「見方・考え方lを働
主主ながら， 知識を相Eに盟連盆ttエより深く
理解したり， 情報を畳室L主考えを形成したり，
問題を見いだして解決策を考えたり， 思いや考
えを基に皇堕主主主することに向かう「深い学
び」が実現できているか（下線：筆者）。
筆者は下線部分がそれぞれの学びのキーフレ
ーズだと考えている。 特に 「深い学び」につい
ては， 次のような学びの姿の例が示さ れている
と考える。
⑦ 「見方・考え方」を働かせること
＠ 知識を相互に関連付けてより深く理解する
こと
＠ 情報を精査して考えを形成すること
＠ 問題を見いだして解決策を考えること
＠ 思いや考えを基に創造すること
特に， ⑦の「見方・考え方」については， 「働
かせながら」と書かれ， その後の全てのキーフ
レーズに係っていることから重視 さ れているこ
とが伺える。 「見方・考え方」はゼロベースでは
なく， 子どもたちが既に持っているものである
ことを前提とした書き方である。 その他の＠～
＠のキーフレーズの意味も吟味し， 具体的な子
どもの姿を描くことが大切だと考える。
(2）「数学的な見方・考え方」と「深い学びJ
①「数学的な見方・考え方」の意味
今回の改訂では， 各教科の目標の中に， 各教
科等の特質に応じた「見方・考え方」が示さ れ
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ている。 「見方・考え方Jとは 「児童が各教科等
の特質に応じた物事を捉える視点や考え方Jの
ことである。 前述のように， 新しい算数科の目
標の中には算数科の「見方・考え方」である「数
学的な見方・考え方Jという言葉がある。
答申では，「数学的な見方J，「数学的な考え方J'
「数学的な見方・考え方Jを次のように定義し
ている。
「数学的な見方J：事象を数量や図形及びそれら
の関係についての概念等に蓋旦してその笠盤主
本質を捉えること
「数学的な考え方」：目的に応じて数・式， 図，
表， グラフ等を活用し， 論理的に考え， 盟墨盤
決の過程を振り返るなどして既習の知識・技能
等を関連付けながら統合的・発展的に考えるこ
と
「数学的な見方・考え方J：事象を数量や図形及
びそれらの関係などに差旦して捉え， 益里血」
統合的・発展的に考えること （下線 ：筆者）
② 「数学的な見方・考え方」と 「深い学びJの
つながり
小学校学習指導要領 （平成 29年告示） 解説算
数編 （以下， 「解説算数編J） では， 次のような
記述がある。
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授
業改善を進めるに当たり， 特に「深い学び」の
視点に関して， 各教科等の学びの深まりの鍵と
なるのが 「見方・考え方Iである。 各教科等の
特質に応じた物事を捉える視点や考え方である
「見方・考え方Jを， 習得・活用・探究という
学びの過程の中で働かせることを通じて， より
質の高い深い学びになることが重要である （下
線 ：筆者）。
たり， 習得した知識及び技能を活用して探究し
たりすることにより， 生きて働く知識となり，
技能の習熟・熟達にもつながるとともに， より
広い領域や複雑な事象について思考・判断・表
現できる力が育成され， このような学習を通じ
て． 「数学的な見方・考え方jが更に豊かで確か
なものとなっていくと考えられる（下線 ：筆者）。
これらの記述から， 「深い学びJの過程で学び
の深まりの鍵となる「見方・考え方」を働かせ，
「深い学び」を通して 「見方・考え方」が更に
豊かなものになることが期待されていることが
分かる。
(3）「数学的活動」と「深い学び』
① 「数学的活動」の意味
解説算数編では， 新しい算数科の目標の中の
「数学的活動Jを次のように定義している。
事象を数理的に捉え， 数学の問題を見いだし，
問題を自立的， 協働的に解決する過程を遂行す
ること。
また，「数学的活動」の例として， 次のように
下学年は4つ， 上学年は3つの活動類型が示さ
れている。
＜第1学年～第3学年＞
⑦ 数量や図形を見いだし， 進んで、関わる活動
＜第1学年～第6学年＞
＠ 日常の事象から見いだした問題を解決する
活動
＠ 算数の問題場面から見いだした問題を解決
する活動
＠ 数学的に表現し伝え合う活動
現行の算数科の目標の中にあった 「算数的活
また， 次のような記述がある。 動」とし、う言葉が， 「数学的活動」に変わってい
る。 これまでの 「算数的活動」の定義は「児童
算数科の学習においては， 「数学的な見方・考 が目的意識をもって主体的に取り組む算数にか
え方Jを働かせながら， 知識及び技能を習得し かわりのある様々な活動Jであった。 その例も，
噌gAqtu 
「具体物を用いて数量や図形についての意味を
理解する活動J r知識・技能を実際の場面で活用
する活動」「問題解決の方法を考え説明する活動」
が示さ れ， 活動重視のねらいが見えた。
新しい「数学的活動」は， これまでの「算数
的活動」と比べ， 問題解決の過程を重視したと
捉えられる。 前述のように， ⑦＠は具体的な活
動を示しているが， ＠＠については問題解決の
過程そのものを示している。 ＠＠の違いは 日常
の事象から見いだした問題か算数の学習場面か
ら見いだした問題かの違いである。
②f数学的活動jと「深い学び」のつながり
解説算数編では， 前述の＠＠の活動について
例えば次のように説明している。
（第3学年）
O 日常の事象から見いだした算数の問題を， 具
体物， 図， 数， 式などを用いて解決し， 藍塁主
藍主主と主活動
0算数の学習場面から見いだした算数の問題を，
具体物， 図， 数， 式などを用いて解決し， 藍塁
主藍主主�活動
（第6学年）
O 日常の事象を数理的に捉え問題を見いだして
解決し， 解決過程を振り返り， 結果や方法を改
善したり， 日常生活等に生かしたりする活動
0算数の学習場面から算数の問題を見いだして
解決し， 解決過程を振り返り統合的・発展的に
考察する活動 （下線 ：筆 者）
ここで注目したいのは「結果を確かめる」「解
決過程を振り返る」という フレーズである。 問
題解決の過程では問題を解決して終わりではな
い， ということである。 「答えが出たところから
本当の算数が始まるJと言われるが， 結果を確
かめたり， 解決過程を振り返ったりする過程を
重視するということだと考える。 これにより考
えを吟味・検討することになり， 前述の「深い
学びJのキーフレーズである「情報を精査」し
たり，「知識を相互に関連付けJたりすることに
つながる。 ま さ に，f深い学び」につながると考
える。
前述の⑦の活動は， 第1学年から第3学年だ
けに位置付けられている。 身の回りの事象を観
察したり， 小学校に固有の具体的な操作をした
りする活動である。 解説算数編では例えば次の
ように説明している。
（第1学年）
O身の回りの事象を観察したり， 具体物を操作
したりして， 数量や形を見いだす活動
（第2学年・第3学年）
0身の回りの事象を観察したり， 具体物を操作
したりして， 数量や図形に進んで関わる活動（下
線 ：筆者）
この活動は現行の算数的活動の中の 「具体物
を用いて数量や図形についての意味を理解する
活動」を引き継いでいると考えられる。 そう考
えると，「深い学びjであるためには， 「内面化J
が大切だと考える。 子どもの発達段階を考え具
体物を操作する活動から始まったとしても， そ
の活動を振り返って何かに気付いたり， 次第に
具体物を操作しなくても 頭の中で考えることが
できるようになっていくことが求められる。 こ
れは， ブ、ルーナー（1970） のEI S理論に基づ
いた 「数学的活動の内面化」である。 行動的把
握（E） →映像的把握(I） →記号的把握（S)
と進む中で， 言語化・記号化を果たしていくこ
とである。
前述の＠の活動について， 解説算数編では例
えば次のように説明している。
（第2学年・第3学年）
0問題解決の過程や結果を， 具体物， 図， 数，
式などを用いて表現し伝え合う活動
（第6学年）
O問題解決の過程や結果を， 目的に応じて圏主
式などを用いて数学的に表現し伝え合う活動（下
線 ：筆 者）
9u qo 
解説算数編では， 数学的活動について 「基礎
的・基本的な知識及び技能を確実に身に付けた
り， 思考力， 判断力， 表現力を高めたり， 算数
を学ぶことの楽しさや意義を実感したりするた
めに， 重要な役割を果たすJ とされ， 「具体物，
図， 数， 式， 表， グラフ相互の関連を図る機会
を設けること （下線 ：筆者 ）」と書かれている。
これは， 算数の言語活動が言葉だけでなく， 具
体物の操作， 図， 数， 式， 表， グラフといった
数学的な表現の方法を用いることも示している。
中原 （1995） も算数・数学教育における表現体
系を図で示し， 算数・数学の学習では， 「異なる
表現様式間で， あるいは同じ表現様式内で， 学
習内容を相互に翻訳することによって， 子ども
の理解が深まる （下線 ：筆者 ）」と述べている。
「相互の関連を図るJ ことは， 「知識を相互に関
連付けてより深く理解する」という「深い学び」
のキーフレーズとつながっている。
解説算数編に次のような記述がある。
日常の事象や数学の事象について， 「数学的な
見方・考え方J を働かせ， 数学的活動を通して，
問題を解決するよりよい方法を見いだしたり，
意味の理解を深めたり， 概念を形成したりする
など， 新たな知識・技能を見いだしたり， それ
らと既習の知識と統合したりして思考や態度が
変容する 「深い学び」を実現することが求めら
れる （下線 ：筆者 ）。
「数学的な見方・考え方」を働かせ， 数学的
活動を通して， 思考や態度が変容することを「深
い学び」と説明している。
以上のことから， 算数科における「深い学びJ
とは， 「数学的な見方・考え方」を働かせ， 数学
的活動を通して， 自分なりの考えをもち， 対話
を通して考えを振り返る中で検討・吟味し， 知
識を相Eに関連付けたり， 考えを統合・発展さ
せたり， 「数学的な見方・考え方J のよさに気付
いたりしてし、く過程のことだと考える。
3 「深い学び」を創発する慢業改善の方策
( 1 ）「深い学び』のイメージの具体化
①単元構想を考える
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善の進め方について， 解説算数編に次
のような記述がある。
1回l回の授業で全ての学びが実現されるも
のではなく， 単元や題材など内容や時間のまと
まりの中で， 学習を見通し振り返る場面をどこ
に設定するか， グループなどで対話する場面を
どこに設定するか， 児童生徒が考える場面と教
師が教える場面をどのように組み立てるかを考
え， 実現を図っていくものであること （下線 ：
筆者 ）。
これは1時間の授業だけでなく， 単元や題材
など内容や時間のまとまりの中で 「深い学びJ
が実現されていくことを示唆している。 つまり，
単元構想の中で， 「深い学びJ がどのように実現
されていくかを考える必要があるということで
ある。
②子どもの姿を具体的に描く
今一度， 2 ( 1 ） で触れた 「深い学び」のキ
ーフレーズを取り上げ， 具体的な子どもの姿を
考えてみたい。
⑦ 「見方・考え方Jを働かせること
例えば， 第4学年の 「面積」の学習で， L字
型などの複合図形の求積をする際， 「図形の見方
・考え方」を働かせることになる。 L字型をど
のような図形と見るのか， その上でどのように
考えを進めるのか， ということである。 L字型
を2つの長方形を組み合わせた形， E方形と長
方形を組み合わせた形， 大きな長方形から小さ
な長方形を引いた形などと見ることができれば，
既習の長方形や正方形の求積公式を活用して面
積を求めることができる。
qtu qo 
cQ�� 日1
＠ 知識を相Eに関連付けてより深く理解する
こと
例えば， 知識を図， 言葉， 数・式と考えると，
図と言葉と数・式を結びつけることが考えられ
る。 3年「分数jの学習で， 2/5+1/5の
計算の仕方を考える際， それまでに学習してき
た「単位分数のいくつ分」の考えを活用する場
面が考えられる。 子どもたちにとって 日常生活
で使うことが少ない分数は理解しにくい数であ
る。 この分数を， 数だけでなく， 図や言葉と結
び付けて捉えることでより深く理解することが
できる。 2/5という分数を液量図で1 Lを5
等分した大き さ 1/5の2つ分と捉えることが
それに当たる。 この単元での2/5+1/5の
計算は単なるたし算の計算として考えるべきで
はない。 むしろ， 計算の仕方を考え説明する活
動を通して，「1/5が（2+1) こで3/5」
などと「単位分数のいくつ分」の考えをもとに
分数をより深く理解するための学習と考えるべ
きである。
1/5 が 2 - Ll ＇＂＂＇ こ
も 也
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（図・言葉・式のつながり）
とが考えられる。 子どもたちはこれまでに， 整
数の学習を通して「20は 10が2こ」などと「単
位のいくつ分Jの考え・数の相対的な見方を獲
得してきている。 整数から分数へと数が「発展J
したが，「20+ 10は， 10が（2+1) こで30J
などと「単位のいくつ分Jで考えたことはf単
位分数のいくつ分Jの考えにつながっている。
整数の計算の仕方と分数の計算の仕方を「統合」
すると， どちらも「単位のいくつ分Jの考えを
使っていることに気付くことができる。 分数の
たし算から分数のひき算へ， 分数の加減の計算
から小数の加減の計算へと「発展」しでも「単
位のいくつ分の考えJで「統合Jさ れる。
このように「統合・発展Jを通して「数学的
な見方・考え方J のよ さ に気付くことが「深い
学びjであると考える。
＠ 情報を精査して考えを形成すること
小学校学習指導要領（平成 29年告示） では，
「データの活用j領域が新設さ れた。 多くの人
が様々なデータを手にすることができる現代社
会においては， その情報をどう活用していくか
が大切になる。 統計的な内容を重視する考えが
現れている。 情報には発信 者の意図が含まれて
いる。 情報を鵜呑みにするのではなく， 批判的
思考を働かせ， 情報について「正しいのかJ ，「根
拠はあるのかJ，「もっとよいものはないかJな
どと吟味・検討する態度が大切である。 例えば，
解説算数編には第4学年「折れ線グラフ」の内
容で次のようなグラフが示さ れている。
『竜踊訟 の買出関量生
『物揖』＠提出縄致
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「物語Jの貸し出し冊数の変化の様子を表した
もう1つは，「統合・発展」の考え方を学ぶこ 折れ線グラフ
a品zqtu 
これは， A小学校とB小学校の図書委員会が
「物語jの貸出冊数の変化の様子を折れ線グラ
フにしたものである。 ここで， 例えば「B小学
校の方が増え方が急である」 という考えが出た
とき， それは本当かを吟味・検討する活動が想
定される。 目盛りの間隔が違うことや省略を示
す線が使われていることに気付いたり， グラフ
の数値を読んで考えたり， 閉じ目盛にしたりA
小学校の グラフにB小学校の折れ線グラフを重
ねてかいたりすることを考え実際に行ってみる
などすることが 「情報を精査して考えを形成す
ることJになり，「深い学びjにつながると考え
る。
また， 情報に限らず， 授業の中で出た考えや
答えについても， 情報の1っと捉え， 鵜呑みに
せず， 吟味・検討することが 「深い学びJにつ
ながると考えることができる。
＠ 問題を見いだして解決策を考えること
授業の中で適用題をするとき， 教師が一方的
に問題を提示することがある。 これに対して子
どもが「問題を見いだして解決策を考えることJ
が 「深い学び」 につながる。 例えば， 第2学年
「かけ算 （1) Jで5の段の九九を構成していく
場面がある。 まず， 5×1から5×4について
数図ブロックをもとにして答えを見付け， 式と
答えを観察し気付いたことを話し合う活動があ
る。 「答えが5ずつ増える」 きまりに気付いた子
どもたちは5×5から5×9までの答えを自分
でつくっていくことができる。 さらに， 15×9
までの答えをよく見付けることができましたね。
まさか， 5×IOは無理よね。 Jという教師の声
掛けに「できるよ。 」と応え， 5× 10, 5×l l, 
…と5× 20を超えるかけ算の答えを見つけてい
った子どもたちがいた。 これはまさに子どもが
「問題を見いだして解決策を考えることjの例
である。
授業の中で中心となる問題をみんなで解決し
た後， 問題解決の過程を振り返り， 「次はどんな
問題ができるかなJ と子どもたちに問いかけて
みたい。 計算の仕方を考えた時間なら子どもは
「数が大きくなってもできそう」， 図形の面積の
求め方を考えた時間なら 「形が変わってもでき
そうJ などと発言してくるのではないか。 その
「発展」 の心を育てていきたいものである。
＠ 思いや考えを基に創造すること
この姿は算数科の多くの授業場面で見られる
のではないか。 問題解決する過程そのものが，
課題を解決しようという思いをもち， 既習事項
を活用して自分の解決方法を創造していくこと
だと考える。 さらに， 創造していくのは， 共通
点や相違点に着目して「数学的な見方・考え方J
のよさに気付くことだと考える。 授業の中で，
既習事項を活用するよさや数理的な処理のよさ
に気付いた子どもは， 新たな問題に出会っても，
既習事項を活用しようと考えたり， 数理的な処
理のよさを活用しようと考えたりするのではな
し、カミ。
この他にも， 次のような子どもの姿の変容，
思考や態度の変容を 「深い学びjの姿と考えて
いる。
0自力解決で、不十分だったことが確かになる姿
例 ） 知識を関連付けて理解できるようになる
（図・言葉・数・式をつないで理解できる ）
O自力解決では気付かなかったことに気付いた
姿
例 ） 正しい考えに気付く， 根拠に気付く， 考
えのよいところに気付く， よりよい考えに気
付く， 考えの共通点に気付く等
0自力解決できなかったことが（適用題などで）
自分の力で解決できるようになる姿
(2）「深い学び」に向けた授業改善の考え方
「算数・数学ワーキン ググ、ループにおける審
議の取りまとめ」の中では， 次のような記述が
見られる
「アクティブ・ラーニン グ」 では， 「主体的な
学び」「対話的な学びj「深い学び」 の実現が大
切であり， 「～法J' i～型Jといった特定の学習
F「uqtu 
活動や学習ス タイルの固定化や普及を求めてい
るのではなく， 画一的な指導にならないよう留
意する必要がある。 そして， 教員の深い教材研
究に基づいて， 指導内容や児童生徒の実態に応
じた指導方法の不断の見直し， 改善が求められ
ている （下線：筆 者）。
画一的な指導にならないこと， 指導方法の不
断の見直し・改善が求められている。 かといっ
て， 今までの指導を否定し， 全く異なる指導方
法を導入することを求めているわけではない。
解説算数編に次のような記述がある。
児童生徒に求められる資質・能力を育成する
ことを目指した授業改善の取組は， 既に小・中
学校を中心に多くの実践が積み重ねられており，
特に義務教育段階はこれまで地道に取り組まれ
蓄積されてきた実践を否定し， 全く異なる指導
方法を導入しなければならないと捉える必要は
ないこと （下線：筆 者）。
つまり， これまでのすぐれた実践を参考にし
ながら， かといって現状に満足することなく，
不断の授業改善に努めていくことが求められて
いるということである。
(3）『深い学びJIこ向けた教師の支援
「深い学びJに向けた教師の支援を考える。
まず， 子どもが 「数学的な見方・考え方J を
働かせやすくする工夫が必要だと考える。 これ
は， 「主体的な学び」とつながっている。 授業の
導入で 「問題の工夫J「問題提示の工夫」などに
よって， 聞いや疑問に気付き， 解決への見通し
がもてるようにする必要がある。
例えば， 前述の L字型の図形の面積を求める
問題では， 辺の長さを示していない L字型の図
形を提示し， 「面積は何coiでしょう。 jと問いか
けるようにする。 条件不足の問題である。 子ど
もは解決が難しいことに気付き， それは， L字
型の図形の面積を求めたことがないこと， L字
型の図形の求積公式を習っていないからだと自
覚することになる。 「長方形や正方形なら公式を
使って面積を求めることができるのに， この図
形は難しいjと自覚することが大切なのではな
いか。 「何とか形を工夫して公式を使えるように
ならないかJと図形の見方・考え方を働かせる
という見通しをもたせることが大切だと考える。
授業は， 答えが出たら終わり， ではない。 出
した答えが正しいのか， 答えの求め方はよい方
法なのかを吟味・検討する場面をつくることが
思考力・判断力・表現力， 批判的思考力の育成
につながる。 子どもは自分だけで自分の考えの
吟味・検討ができるのだろうか。 大人でも自分
の考えを客観的に振り返ることは難しいかもし
れない。 他 者の目が自分を客観的にしてくれる。
これは 「対話的な学び」とつながっている。 自
力解決で自分の考えがもてたところで， 解決方
法について話し合い振り返る活動を取り入れる。
例えば， 答えや考え方の正しさについて吟味
・検討することが考えられる。 「この答えは正し
いの？J「どうしてこの式になるの？J 「この式
は図のどこを求めたものなの？Jなどのゆさぶ
りや閉し、かけで図と言葉と式がつながるように
し， 考えの根拠を明らかにし批判的に思考して
いくことが「情報を精査する」ことにつながり，
「深い学びJにつながる。
さらに， 教師の意図的な発聞が大切ではない
か。 1つの考えを確かにしていく場合は， 「この
考えの大切なところは？Jという考えを振り返
る視点、が大切になる。 複数の考えを比べて共通
点や相違点に目を向けるためには， 「これらの考
えの似ているところはどこですか？」「どの考え
を使っていきたいですか？」などと問し、かける
ことで， 「知識を相互に関連付けてより深く理解
する」ことを目指したい。
つまり， 考えを振り返り批判的思考を働かせ
ることができるように支援することが重要だと
考える。
適用題を解く活動を取り入れ， 自分の力で問
題解決することができるか評価することにも取
り組みたい。
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4 おわりに 文部科学省（2017）， 小学校学習指導要領解説算
新しい小学校学習指導要領での授業改善の視 数編， 日本文教出版
点の1つ 「深い学びJ について考察してきた。
算数科における 「深い学び」とは， 「数学的な （平成3 0年9月2 8 日受理 ）
見方・考え方J を働かせ， 数学的活動を通して，
自分なりの考えをもち， 対話を通して考えを振
り返る中で検討・吟味し， 知識を相互に関連付
けたり， 考えを統合・発展させたり，「数学的な
見方・考え方jのよさに気付いたりしていく過
程のことだと考える。
「深い学び」はどんな学びなのか子どもの姿
を具体的にイメージすることが大切である。 具
体的にイメージすることができれば， 教師の具
体的な支援を考えることができる。
今後も「深い学びjのイメージを豊かにし，
不断の授業改善によって「深い学び」を実現し
ていくことを目指したい。
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